
国民車プロトンの行方
　畝川憲之（せがわ　のりゆき、大阪学院大学国際学
部准教授）

　今から30年前、1983年５月プロトンが設立され、1985
年に最初の国民車、サガの製造が開始された。1980、90年
代において、プロトンは関税・非関税的手段による保護の
もと、順調に成長を遂げた。しかし、1990年代末ごろから
世界貿易機関（ＷＴＯ）や東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡ
Ｎ）自由貿易協定（ＡＦＴＡ）による自由化のプレッシャ
ーが強まる中、保護政策の継続が困難な状況へと進んでい
った。関税による保護が撤廃され、自由化による競争にさ
らされる中、プロトンはロータス社を買収し技術移転を図
った（一方で、三菱自動車はプロトンから撤退した）が、
マーケティングなどに失敗し、プロトンの国内シェアは減
少する一方であった。プロトンの国内シェアが1995年の
61.3％から2007年には24.2％にまで低下する一方、1993
年に第二の国民車メーカーとして設立されたプロドゥアは
シェアを伸ばしており、2006年には国内シェアの31.2％を
占め、プロトンを抜きトップに立った。
　そこには、2002年にダイハツと三井物産がプロドゥアの
株式の51％を取得し、その結果プロドゥアがダイハツ（ト
ヨタ）の技術や生産工場、販売ネットワークを利用できる
ようになったという背景がある。これに対して、プロトン
もフォルクスワーゲン（ＶＷ）やゼネラル・モーターズ（Ｇ
Ｍ）などとの連携のチャンスはあったものの、株式の50％
以上を外資に譲り、外資のコントロール下に入ることを拒
絶し、現在まで巨大自動車メーカーのバリューチェーンに
入ることなく、主に自社による技術革新、市場開拓を進め
ている。ただし、三菱やホンダなどの日系メーカーとの技
術提携を結び、またマレーシア政府はマレーシア日本自動
車産業協力（ＭＡＪＡＩＣＯ）の下、日本からの技術移転
や人材育成を通じてプロトンの競争力強化を図っている。
こうしたプロジェクトから一定の成果は得られたものの、
外資と戦えるだけの競争力の獲得には至っていない。
　それではプロトンはどのような方向へ進むのだろうか。
今後の行方として二つの可能性が考えられる。一つは、国
民車を製造するというプライドを捨て、巨大自動車メーカ
ーのバリューチェーンに入り、技術や生産工場、販売ネッ
トワークを利用し競争力をつけるというプロドゥア型の採
用である。中身は別として、これはプロトンブランドの維
持を可能とするであろう。もう一つは、現状通り、政府の
保護の下で競争力の強化を図ろうというものである。これ
は単なる時間稼ぎに過ぎず、プロトンは技術やマーケティ
ングの遅れを取り戻すことはできない。自由化が進む中、
プロトンはいつか淘汰（とうた）されることとなるであろ
う。
　2012年３月、ＤＲＢハイコムがプロトンを買収し、民営
化することが発表された。プロトンが国民車という縛りか
ら解放され、合理化と競争力の強化へ向けて進むことが期

待された。しかし、この買収劇はプロトンをマレーシアの
手の中に維持しておきたいという政府の考えによるもので
あると言われており、また民営化後も約５億リンギもの補
助金が与えられているように、プロトンは現在も政府の強
い影響下にあると言える。つまり、プロトンがプロドゥア
型を採用するとは考えられず、政府の保護の下で競争力の
強化を図るという現状から抜け出すことはないであろう。
現在プロトンは、外資との協力関係を結ぶ方向へは進んで
いるものの、外資のコントロール下に入ることはないため、
彼らの技術や販売ネットワークの利用が許されることはな
く、遅れを取り戻すことはできないであろう。結果として、
政府が打ち出しているハイブリッド車（ＨＶ）の開発、輸
出の拡大はうまく進むとは考えられず、プロトンの将来は
決して明るいとは言えない。
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